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浄
泉
寺
報

第　４　号

　
間
も
な
く
梅
雨
も
あ
け
、
本
格
的

な
夏
と
な
り
、
ま
た
お
盆
の
季
節
が

や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
檀
信
徒
の
皆

様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
の
寺
報
は
、
皆
様
に

ご
協
力
賜
り
ま
し
た
本
堂
屋
根
瓦
の

葺
き
替
え
工
事
の
終
了
を
待
っ
て
、

そ
の
ご
報
告
を
兼
ね
て
発
行
し
た
い

と
考
え
た
た
め
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
こ
と
、
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
工
事
の
遅
れ
は
、
や
は
り
四

月
の
天
候
不
順
の
影
響
が
一
番
の
原

因
で
あ
り
ま
し
た
。

　
旧
瓦
を
降
ろ
し
て
み
ま
す
と
、
本

堂
屋
根
は
永
年
の
風
雪
に
よ
り
、

思
っ
て
い
た
以
上
に
老
朽
化
が
進
ん

で
お
っ
た
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
今
般
の
葺
き
替
え
工
事

は
、
今
後
の
自
然
災
害
に
も
十
分
対

処
で
き
る
工
法
で
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
従
来
よ
り
は
ず
っ
と

永
く
持
つ
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
皆
様
の
篤
い
信
仰
に
心
よ
り
浄
泉

寺
本
堂
は
、
ま
さ
に
そ
の
面
目
を
一

新
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
方

か
ら
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
浄
財
は
、

お
陰
様
で
当
初
の
予
定
を
上
回
り
、

　
二
四
四
檀
家
、
七
三
三
檀
信
徒
、

三
、〇
一
六
枚
と
い
う
結
果
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
の
一
枚
一
枚
の
瓦
に
住
所
、

お
名
前
、
祈
願
文
を
墨
書
し
、
本
堂

屋
根
に
乗
せ
ま
し
た
。
浄
泉
寺
の
本

堂
と
と
も
に
末
永
く
残
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
さ
て
、
浄
泉
寺
の
本
年
の
主
催
事

業
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
去
る
四
月
十

日
に
実
施
し
ま
し
た
降
誕
会
（
花
ま

つ
り
、
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
の
お
祝

い
）
で
は
、
箏
奏
者
海
宝
幸
子
さ
ん

を
お
迎
え
し
、
約
五
十
名
の
檀
信
徒

の
皆
様
の
参
加
を
得
、
素
敵
な
演
奏

会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
八
月

十
五
日
の
お
盆
の
万
燈
会
で
は
、
琵

琶
奏
者
の
岩
佐
鶴
丈
さ
ん
を
迎
え
、

平
家
物
語
や
怪
談
耳
き
れ
芳
一
な
ど

を
演
じ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
そ

し
て
秋
の
観
月
会
も
篠
笛
な
ど
を
聴

く
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
更
に
本
年
は
浄
泉
寺
ゆ
か
り
の
寺

で
あ
る
小
田
原
の
大
雄
山
最
乗
寺
開

基
六
〇
〇
年
大
遠
忌
が
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
十
一
月
に
一

泊
二
日
の
参
拝
旅
行
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
こ
ち
ら
も
是
非
ご
参
加
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
お
わ
り
に
、
猛
暑
に
向
い
ま
す
の

で
、
ご
家
族
様
の
皆
様
の
ご
自
愛
ご

健
勝
を
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
住
　
　
職
　
　
合
　
掌

当面の行事等

８月　７日～８日　　新盆棚経

８月　13 日～ 15 日　棚経

８月　15 日　万燈供養（琵琶演奏会）

　午後６時～午後 11 時頃まで

　（琵琶演奏会午後 7 時から８時まで）

８月 17 日　施食会　午前９時から

９月 20 日～ 26 日　秋彼岸会

10 月 23 日（土）　観月会イベント

（別途ご案内申し上げます。篠笛演奏など）

10 月 25 日　梅花流千葉県奉詠大会（御詠歌）

11 月 21 日～ 22 日　小田原最乗寺団参旅行

　（第３教区主催事業です）



曹洞宗　佛樹山　浄泉寺

発行所　〒 285-0902　千葉県印旛郡酒々井町伊篠 647　℡ 043-496-4342 　発行責任者　住職　宮川　義典　 http://www.jyousenji.jp

最さ
い
じ
ょ
う
じ

乗
寺
（
神
奈
川
県
南
足
柄
市
大
雄

町
）
八
世
で
伊
豆
国
に
最

さ
い
し
ょ
う
い
ん

勝
院
（
修

善
寺
）
を
開
い
た
吾ご

ほ
う宝
禅
師
の
門
下

五
哲
の
一
人
に
数
え
ら
れ
た
希
代
の

英
衲
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
法
脈

を
た
ど
れ
ば
南
極
禅
師
は
、
道
元
禅

師
の
十
世
に
あ
た
り
ま
す
。
禅
師
は

深
山
幽
谷
の
杉
室
の
地
に
隠
棲
し
て

い
ま
し
た
が
、
い
つ
し
か
禅
師
を

慕
っ
て
多
く
の
弟
子
が
集
ま
り
、
こ

の
地
方
の
曹
洞
宗
教
化
の
中
心
地
と

な
っ
て
、
多
く
の
秀
才
を
輩
出
し
ま

し
た
。
そ
の
代
表
的
な
一
人
が
直
弟

子
の
浄
泉
寺
開
山
断
江
和
尚
で
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
南
極
禅
師
は
、
そ

の
後
最
乗
寺
の
第
十
六
世
と
な
っ
て

い
る
な
ど
、
大
雄
院
の
歴
代
住
職
の

何
人
も
が
最
乗
寺
の
住
職
に
な
っ
て

お
り
、関
係
の
深
い
寺
で
あ
り
ま
す
。

天童山大雄院 と 大雄山最乗寺
　
天て
ん
ど
う
ざ
ん
だ
い
お
う
い
ん

童
山
大
雄
院

　
大
雄
院
は
、
茨

城
県
日
立
市
宮
田

町
（
常
陸
国
多
賀
郡

宮
田
村
字
杉す

ぎ
む
ろ室

）
に

あ
る
浄
泉
寺
の
本
寺

で
す
。
こ
の
大
雄
院

の
三
代
目
の
住
職

断だ
ん
こ
う
し
ゅ
う
お
ん

江
周
恩
大
和
尚

が
、
浄
泉
寺
の
初
代

住
職
、ご
開
山
で
す
。

一
般
の
家
で
の
本
家

と
分
家
の
関
係
が
寺

院
で
は
、
本
寺
と
末

寺
の
関
係
と
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
こ
こ

で
は
大
雄
院
が
本
寺

で
、
浄
泉
寺
が
末
寺

と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
大
雄
院
は
、
後
土

御
門
天
皇
の
文
明
二

年
（
一
四
七
〇
年
）

開
山
南な

ん
ぎ
ょ
く
じ
ゅ
せ
い

極
寿
星
禅

師
の
徳
風
に
帰
依
し

た
友
部
山
ノ
尾
城
主

小
野
崎
山
城
守
に
よ

り
付
近
の
地
数
十
町

歩
が
寄
進
さ
れ
、
堂

　
大
雄
山
最
乗
寺

　
最
乗
寺
は
、
曹
洞
宗
大
本
山
総
持

寺
の
直
末
で
、
関
東
き
っ
て
の
名
刹

で
あ
り
ま
す
。
室
町
時
代
の
初
め
、

応
永
元
年
（
一
三
九
四
年
）
に
開
か

れ
ま
し
た
。
開
山
は
、
了

り
ょ
う
あ
ん
え
み
ょ
う

庵
慧
明
禅

師
と
い
い
、
鎌
倉
の
建
長
寺
で
出
家

し
、
そ
の
後
曹
洞
宗
の
峨が

さ
ん山

禅
師
に

つ
い
て
参
究
、
更
に
峨
山
禅
師
の
法

を
汲
む
通

つ
う
げ
ん
じ
ゃ
く
れ
い

幻
寂
霊
禅
師
の
門
下
と
な

り
、
十
哲
の
一
人
と
仰
が
れ
た
方
で

す
。
以
後
い
く
つ
か
の
寺
の
住
持
を

つ
と
め
た
後
、
郷
里
の
伊
勢
原
に
帰

り
、
修
行
を
続
け
て
い
た
お
り
、
山

深
い
地
で
霊
験
を
得
て
一
寺
建
立
を

発
願
し
ま
し
た
。
禅
師
は
、
昼
は
山

を
登
っ
て
諸
堂
の
造
営
に
、
夜
は
坐

禅
三
昧
と
い
う
禅
師
を
助
け
た
の
が

了
庵
禅
師
と
同
郷
の
、
今
日
一
般
に

「
道ど

う
り
ょ
う了

さ
ま
」
と
尊
崇
さ
れ
て
い
る

妙み
ょ
う
か
く覚

道ど
う
り
ょ
う了

大だ
い
さ
っ
た

薩
埵
で
し
た
。
道
了

宇
を
建
設
し
天
童
山
大
雄
院
と
名
付

け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
は
、
七
堂
伽
藍
が
全

て
整
い
隆
盛
を
極
め
、
藩
主
で
あ
っ

た
水
戸
光
圀
公
が
度
々
訪
ね
た
り
、

第
九
代
藩
主
斉
昭
公
も
立
ち
寄
り
歌

を
詠
ま
れ
、
そ
の
歌
碑
が
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
大
雄
院
と

い
う
と
日
立
鉱
山
の
代
名
詞
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
ほ
ど
、
二
十
世
紀
初
頭

か
ら
企
業
と
の
関
係
が
深
く
、
現
在

の
日
鉱
金
属
㈱
や
㈱
日
立
制
作
所
な

ど
大
企
業
の
ゆ
か
り
の
寺
院
と
し
て

も
有
名
で
あ
り
ま
す
。

　
開
山
の
南
極
禅
師
は
、
大だ

い
ゆ
う
ざ
ん

雄
山

江戸時代の大雄院諸堂全景

現在の大雄院本堂（昭和 48 年落成）
大雄山最乗寺　結界門

尊
は
怪
力
無
双
、
霊
験
豊
で
日
夜
了

庵
禅
師
を
助
け
諸
堂
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。
そ
の
霊
力
の
跡
が
今
も
境
内

の
随
処
に
残
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
最
乗
寺
が
道
了
さ
ん
と

し
て
今
日
も
な
お
信
仰
を
集
め
て
い

る
の
は
、
了
庵
禅
師
が
亡
く
な
ら
れ

た
時
、
道
了
尊
が
「
今
よ
り
先
、
永

遠
に
こ
の
山
に
在
っ
て
寺
を
守
護

し
、
人
々
の
苦
を
救
う
」
と
宣
言
さ

れ
、
五
つ
の
誓
願
を
立
て
ら
れ
た
か

ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち

一
、
信
じ
従
う
心
を
持
っ
て
我
を
念

　
ず
る
者
に
は
八
苦
を
除
く
。

二
、
恩
を
知
り
慈
悲
の
心
を
持
つ
者

　
に
は
七
難
を
除
く
。

三
、
父
母
、
師
を
敬
い
平
和
の
心
を

　
持
つ
者
に
は
悪
病
を
除
く
。

四
、
お
ご
ら
ず
そ
し
ら
ず
正
し
く
生

　
き
る
心
を
持
つ
者
に
人
々
の
敬
愛

　
を
与
う
。
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五
、
勤
労
に
励
む
者
に
は
福
徳
を
与

　
う
。
　
　

　
こ
の
誓
願
が
多
く
の
人
々
の
心
を

と
ら
え
、
今
な
お
終
日
参
拝
客
が
絶

え
な
い
様
は
、
道
了
尊
に
対
す
る
民

衆
の
信
仰
の
篤
さ
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。

　
最
乗
寺
参
拝
旅
行
の
ご
案
内

　
今
年
は
、
開
山
了
庵
禅
師
の
六
百

回
大
遠
忌
と
な
り
、
教
区
団
参
と
し

て
総
持
寺
と
最
乗
寺
の
参
拝
旅
行
を

計
画
し
ま
し
た
。
特
に
最
乗
寺
は
浄

泉
寺
と
有
縁
の
寺
で
あ
り
ま
す
の
で

檀
信
徒
の
皆
様
に
は
、
是
非
ご
参
加

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

期
日
　
平
成
22
年
11
月
21
日(

日
）

　
　
　
　
　
　
　 

　 

～
22
日(

月
）

費
用
　
一
人
　
二
万
七
千
円

宿
泊
　
静
岡
県
土
肥
温
泉

募
集
人
員
　
二
〇
名
～
三
〇
名
程
度

　
　
　
　
　
　
　（
浄
泉
寺
割
当
分
）

申
込
期
限
　
平
成
22
年
９
末
日

浄
泉
寺
大だ

い

施せ

食じ
き

会え

と

　
　
棚た

な

経ぎ
ょ
うの

お
知
ら
せ

◎
　
施
食
会
　
八
月
十
七
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
午
前
九
時
か
ら

　
当
寺
本
堂
で
お
勤
め
し
ま
す
。

　
施
食
会
は
、
も
と
は
施
餓
鬼
と

い
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
曹
洞

宗
で
は
、
人
権
的
見
地
か
ら
「
施
食

会
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
近
年
は
新
盆
を
迎
え
る
方
の
参

加
が
大
半
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
施

食
会
は
、縁
の
あ
る
無
し
を
問
わ
ず
、

広
く
諸
精
霊
に
飲お

ん

食じ
き

を
施
す
法
会
で

す
。
他
の
た
め
に
す
る
供
養
は
、
自

分
自
身
に
積
む
善
徳
と
な
り
ま
す
。

《 

施
す
手
は
欲
を
捨
て
る
手
。
捨
て

る
手
に
お
の
ず
と
福
満
ち
る
。 

》

で
す
。
是
非
、
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

　
施
食
会
で
の
、
ご
先
祖
様
の
卒
塔

婆
供
養
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　
供
養
料
は
、
一
本
三
千
円
で
す
。

◎
　
棚
　
経
　

　
　
八
月
十
三
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
　
伊
篠
・
飯
仲
地
区

　
　
　
　
午
後
　
中
央
台
・
東
酒
々

　
　
　
　
　
　
　
井
・
そ
の
他
酒
々

　
　
　
　
　
　
　
井
地
区

　
　
八
月
十
四
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
　
並
木
町
・
飯
田
町

　
　
　
　
　
　
　
成
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
ン
地
区

　
　
　
　
午
後
　
富
里
・
佐
倉
地
区

　
　
八
月
十
五
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
　
そ
の
他
地
区

※
　
不
在
の
方
は
、
必
ず
ご
連
絡
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
原
則
と
し
て

日
程
の
変
更
は
、
お
受
け
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
日
程
で
不
都
合
の
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
本
年
度
よ
り
八
月

十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
毎
日
午

後
五
時
よ
り
当
寺
本
堂
に
て
、
合

同
で
ご
供
養
い
た
し
ま
す
。
午
後

四
三
十
分
ま
で
に
、
お
越
し
の
上
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
供
養
料
　
三
千
円
以
上

・
卒
塔
婆
つ
き
供
養
料

　
　
　
　
　
五
千
円
以
上

※
　
卒
塔
婆
つ
き
供
養
の
場
合
は
、

当
日
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
◎
　
新
盆
に
つ
い
て

　
今
年
新
盆
を
迎
え
る
の
は
、

　
平
成
二
十
一
年
七
月
よ
り

　
平
成
二
十
二
年
六
月
ま
で
に
逝
去

さ
れ
た
方
で
す
。

（
お
盆
ま
で
に
四
十
九
日
忌
を
終
え

ら
れ
た
霊
位
で
す
。）

◎
　
新
盆
棚
経

　
　
　
八
月
七
日
（
土
）

　
　
　
八
月
八
日
（
日
）

※
　
対
象
と
な
る
ご
家
庭
に
は
、
別

途
詳
し
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
御
霊
お
く
り
　
万
燈
会
　

　
今
年
の
万
燈
会
は
、
琵
琶
奏
者
の

岩い
わ
さ佐

鶴か
く
じ
ょ
う丈

氏
を
お
招
き
し
、
平
家

物
語
な
ど
を
演
じ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

日
　
時
　
平
成
22
年
8
月
15
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
7
時
か
ら
8
時
ま
で

受
　
付
　
午
後
6
時
30
分
か
ら

場
　
所
　
浄
泉
寺
　
本
堂
内

　
　
　
　
イ
ス
席
　
約
80
席

　
入
　
場
　
無
　
料

演
　
目
　
平
家
物
語
よ
り「
壇
ノ
浦
」

　
　
　
　「
祇
園
精
舎
」

　
　
　
　「
耳
き
れ
芳
一
」
な
ど

※
　
予
約
は
、
不
要
で
す
が
、
イ
ス

席
を
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申

込
く
だ
さ
い
。
本
堂
に
入
り
き
れ
な

い
場
合
は
入
場
制
限
が
あ
り
ま
す
。琵琶奏者　岩佐鶴丈氏

　
お
盆
の
迎
え
か
た

　
お
盆
は
、
一
年
に
一
度
、
八
月
に
、

そ
の
家
の
ご
先
祖
を
お
迎
え
し
て
十

分
な
供
養
を
す
る
時
で
す
。
地
方
に

よ
り
、ま
た
そ
の
家
の
習
慣
に
よ
り
、

そ
の
迎
え
方
は
異
な
り
ま
す
が
、
そ

の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　
八
月
十
三
日
の
夕
方
、
家
の
門
口

で
オ
ガ
ラ
（
皮
を
は
い
だ
麻
の
茎
）

を
焚
い
て
精
霊
（
祖
霊
）
を
迎
え
る

風
習
や
、
お
墓
参
り
を
し
、
墓
前
で

火
を
焚
い
て
先
祖
の
霊
を
迎
え
る
習

慣
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
「
迎
え

火
」
と
い
い
ま
す
。

　
十
四
日
、
精
霊
は
そ
の
家
に
留
ま

る
と
さ
れ
、
仏
壇
や
精
霊
棚
、
ま
た

墓
前
に
灯
明
や
灯
籠
を
と
も
す
の

は
、
万
灯
の
一
つ
と
し
て
精
霊
に
供

養
す
る
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　
十
五
日
の
夕
べ
（
ま
た
は
翌
早

朝
）
ご
先
祖
様
は
そ
の
家
を
去
る
と

い
わ
れ
て
お
る
と
こ
ろ
か
ら
「
仏
送

り
」
と
も
い
い
、「
送
り
火
」
を
焚

き
、
お
供
え
を
し
、
灯
籠
を
流
し
た

り
、
水
辺
の
無
縁
の
霊
に
施
し
を
す

る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
昨
今
で
は
、
河
水
を
汚
す

の
を
避
け
る
た
め
、
供
物
を
河
に
流

さ
ず
適
宜
処
分
す
る
よ
う
で
す
。



曹洞宗　佛樹山　浄泉寺

発行所　〒 285-0902　千葉県印旛郡酒々井町伊篠 647　℡ 043-496-4342 　発行責任者　住職　宮川　義典　 http://www.jyousenji.jp

平
成
二
十
二
年
　
年
回
表

二
十
一

二
　
十

十
　
六

十六
六
十
三

六
十
一

五
十
九

五
十
三

一
　
周
　
忌

三
　
回
　
忌

七
　
回
　
忌

十 

三 

回 

忌

十 

七 

回 

忌

二
十
三
回
忌

二
十
五
回
忌

二
十
七
回
忌

三
十
三
回
忌

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

年年年年年年年年年

や
す
ら
ぎ
は

　
　
　
ご
先
祖
の
供
養
か
ら

各
種
講
座
等
の
ご
案
内

◎
梅
花
流
（
曹
洞
宗
）
御
詠
歌
講

　
　
毎
月
第
三
土
曜
日
　

　
　
午
後
二
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

◎
坐
　
禅
　
会

　
　
毎
月
第
一
日
曜
日
　

　
　
午
前
六
時
か
ら
午
前
八
時
ま
で

◎
写
　
経
　
会

　
　
毎
月
第
三
日
曜
日
　

　
　
午
後
二
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

※
　
こ
れ
ら
の
講
座
は
、
日
時
が
変
更
と
な
る
場
合
　

　
　
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お弟子の菅井さやかさん（右）と 当日参拝された皆様方（法要中）

演奏する箏奏者　海宝幸子さん

総
予
算
額
　
九
百
四
十
五
万
円

う
ち
浄
財
　
六
百
三
万
二
千
円

自
己
資
金
　
三
百
四
十
一
万
八
千
円

工
事
業
者
　（
有
）
岩
野
工
務
店

　
　
　
　
　
東
京
都
葛
飾
区
細
田

工
事
期
間
　
五
月
中
旬
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
六
月
下
旬
ま
で

　
以
上
の
と
お
り
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。
大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
堂
瓦
葺
き
替
え
工
事

　
　
決 
算 
報 
告

　
仏 

教 

豆 

知 

識

　
中
陰
以
後
の
追
善
供
養

　
四
十
九
日
の
満

ま
ん
ち
ゅ
う
い
ん

中
陰
法
要
の
次

に
営
ま
れ
る
の
は
、
百
か
日
忌
で

す
。
こ
れ
は
中
国
の
追
弔
儀
礼
の

「
卒そ

っ
こ
っ
き

哭
忌
」か
ら
来
た
も
の
で
す
。「
卒

哭
」
と
い
う
の
は
、こ
の
百
か
日
（
本

は
三
ケ
月
の
日
数
）
を
区
切
り
と
し

て
、
時
を
定
め
ず
に
哭
く
の
を
卒
え

る
と
い
う
意
味
で
、
そ
れ
以
後
は
、

故
人
を
偲
ん
で
哭
く
と
し
て
も
、
朝

夕
だ
け
に
限
る
と
す
る
儀
礼
で
す
。

　
次
に
、
満
一
年
後
の
命
日
に
行
う

法
事
を
「
一
周
忌
」
と
い
い
、
別
名

「
小

し
ょ
う
じ
ょ
う
き

祥
忌
」と
も
い
い
ま
す
。「
小
祥
」

の
祥
は
〈
さ
い
わ
い
・
よ
ろ
こ
び
〉

の
意
味
で
、
喪
服
を
脱
い
で
、
吉
服

（
普
通
の
着
物
）
に
替
え
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。

　
次
に
、
三
回
忌
は
満
二
年
後
、
数

え
て
三
年
目
の
忌
日
で
、
一
周
忌
の

「
小
祥
忌
」
に
対
し
て
、「
大だ

い
じ
ょ
う
き

祥
忌
」

と
い
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
、「
二
年
目
の
年
忌
な
の

に
、
ど
う
し
て
三
回
忌
と
い
う
の
だ

ろ
う
か
？
」
と
い
う
疑
問
が
起
こ
る

と
思
い
ま
す
。

　
年
忌
の
数
え
方
は
、
次
の
よ
う
に

考
え
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
「
お
葬
式
」
が
、
す
で
に
第

一
回
目
の
「
命
日
」
の
法
要
で
あ
る

と
考
え
、数
に
入
れ
る
の
で
す
。従
っ

て
「
一
周
忌
」
は
二
回
目
の
忌
日
で

す
が
、
こ
の
時
だ
け
は
「
一
周
忌
」

と
い
う
言
い
方
を
し
、「
二
回
忌
」

と
は
言
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
二
年
目

の
法
事
は
、
数
え
て
三
回
目
の
忌
日

な
の
で
「
三
回
忌
」
と
い
う
の
で
す
。

　
以
後
、
七
回
忌
、
十
三
回
忌
、

十
七
回
忌
、
二
十
三
回
忌
、
二
十
七

回
忌
、
三
十
三
回
忌
と
お
つ
と
め
し

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
「
お
葬
式
」
を

含
め
て
、
数
え
年
で
か
ぞ
え
ま
す
。

仏
教
で
は
何
事
も
数
え
年
で
か
ぞ
え

る
の
が
基
本
で
す
。

　
釈
迦
降
誕
会

　
　
浄
泉
寺
花
ま
つ
り

　
去
る
四
月
十
日
（
土
）、
本
堂
に

花
御
堂
を
飾
り
お
釈
迦
様
の
像
（
誕

生
佛
）
を
お
ま
つ
り
し
て
、
浄
泉
寺

花
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
花
ま

つ
り
の
法
要
の
後
、
参
拝
の
皆
様
が

お
釈
迦
様
に
甘
茶
を
か
け
た
り
、
箏

の
調
べ
に
酔
い
痴
れ
た
り
、
楽
し
い

有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
暖
か
い
春
の
一
日
、
優
し
い
風
が

吹
き
渡
る
よ
う
に
、
箏
の
優
雅
な
調

べ
が
本
堂
か
ら
境
内
一
体
に
流
れ
ま

し
た
。

　
国
内
外
で
活
躍
す
る
海
宝
幸
子
さ

ん
の
素
晴
し
い
演
奏
と
春
に
因
ん
だ

「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
な
ど
の
曲
に
、

参
加
し
た
お
客
様
は
、
大
い
に
楽
し

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
演
奏
は
休
憩

を
挟
ん
で
一
時
間
以
上
聴
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
途
中
か
ら

は
お
弟
子
さ
ん
の
「
成
田
市
並
木
町

在
住
の
菅
井
さ
や
か
さ
ん
」
も
加
わ

り
、
合
奏
曲
も
ご
披
露
い
た
だ
き
ま

し
た
。


